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体調管理に気を付けましょう
日に日に日差しが強く

なり、気温の高い日が続

くようになりました。感

染症予防対策と同時に、

熱中症予防対策もしっか

り行いながら、体調管理に十分気を付けて残り

の３週間、元気に登校してほしいと思います。

修学旅行の日程変更について
６年生の保護者の皆様には既にお知らせして

いますが、まん延防止等重点措置の適用により、

修学旅行の実施ができないため、日程を変更い

たします。

まん延防止等重点措置が解除されている場合

は、当初の計画と同じ行程で７月１５日・１６

日（木・金）に修学旅行を実施いたします。

また、１５日に実施ができない場合は、７月

２９日・３０日（木・金）を予定しています。

中津川野外学習の中止について
５年生が９月２２日・２３日（水・木）に予

定していました中津川野外学習は、名古屋市内

全校で中止となりました。

まん延防止等重点措置が７月まで適用される

ことに伴い、野外教育センターの利用期間内に

全校実施ができなくなったため、全校中止の判

断となったものです。

非常に残念に感じているお子様も多いかと思

います。今後、別の体験学習を企画する等、充

実した学校生活が送れるよう、工夫していきた

いと考えています。

７～９月当初の行事予定
〈７月〉

１日(木) 自動払込日

スクールカウンセラー来校日

２日(金) １・２年校外学習：東山動植物園

予備日（行事食）

８日(木) ５限分団会

１２日(月) 老人会下校ガード

１３日(火) クラブ活動

１５日(木)・１６日(金) ６年修学旅行（予定）

※まん延防止等重点措置が解除されている場合、出発

１６日(金) スクールカウンセラー来校日

給食最終日

１９日(月) ３時間授業 11:45ごろ下校

たより夏休み号配付

２０日(火) 終業式 ３時間授業

11:45ごろ一斉下校

１９日(月)・２０日(火) 教育・就学相談

（午後・希望者）

２１日(水) 夏季休業日（～８月３１日）

２９日(木)・３０日(金) ６年修学旅行（予定）

※１５日に出発ができず、また、まん延防止等重点措置が解除されている場合、出発

〈８月〉

２４日(火) 全校出校日（分団登校、10:00下校）

〈９月〉

１日(水) 始業式 たより配付 自動払込日

避難訓練・引き渡し訓練

※引き渡し訓練につきましては、７月１９日

（月）配付予定の案内をご覧ください。

２日(木) 給食開始・通常授業開始

※運動会の日程につきましては、次回「夏休み号」にてお知らせいたします。

通知表の発行は、前期・後期の２回です
昨年度から評価の観点の変更があり、十分な評価資料を整えた上で通知表を発行することにし

ました。現在も音楽科・体育科・家庭科等における活動や、子どもたち同士が関わり合う活動が

制限されていますが、学習活動を通した子どもたちの変容をしっかり捉え、通知表を作成してま

いります。前期通知表発行日は、全学年１０月１５日（金）の予定です。



あつた宮宿会講演

３年生が「熱田区の町づくりについて考えよ

う」という学習の一環で、あつた宮宿会の方か

らお話を聞きました。朔日市やあつたカルタ、

堀川まつり、熱田区の歴史などについて教えて

いただきました。あつたカルタの札が４１枚の

理由は、熱田の宮宿が東海道４１番目の宿場町

になっているからだそうです。あつたカルタを

用いた競技があるという話に興味をもつ子ども

たちが多くいました。みんなで熱田の町のこと

を調べ、さらに興味をもち、熱田の町をもっと

好きになってほしいです、という宮宿会の方の

メッセージもありました。

タブレット学習

タブレットを用いた学習が大宝小でも始まり

ました。ある教室をのぞいてみると、インター

ネットで調べ学習をしたり、習熟度別の計算問

題を解いたりして活用していました。担任から、

自分のパスワードを他者に伝えないようにする

ことの大切さや使用マナーについても話があり

ました。

また、子どもたちがタブレットを用いて効果

的に学習に臨めるようにするにはどうしたらよ

いか、職員も研修を行っています。今後のたよ

りでも、タブレットを用いた学習について紹介

していく予定です。

学校努力点「教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成」
子どもたちが社会で活躍する頃には、グ

ローバル化の進展や技術革新により、社会

構造や雇用環境は大きく変化し、予測困難

な時代になると言われています。

このような未来を生き抜いていくため

に、社会や人生をどのようによりよいもの

にしていくのかという目的を自ら考え、自

らの可能性を発揮し、よりよい社会の創り

手になるための力、いわゆる社会を生き抜

くための資質・能力が重要であると考えま

す。

大宝小学校では、小学校生活６年間を通

して、目指すべき子どもの姿を明確にした、

資質・能力「大宝７つの力」の育成を目指

し、日々、実践を進めています。

今年度は、「大宝７つの力」のアイコン

マークのシールを活用しています。ノート

やプリント等に貼り付け、各学習における

目標を達成するために必要な力を自覚させ、

主体的に学習に取り組ませています。

また、低学年では「７つの力」の替え歌

も取り入れ、楽しく学ぶことができる工夫

も行っています。




